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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月28日(2017.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加齢に伴い発現量が変動するＬｎｃＲＮＡを選定するステップ、及び
　被験物質を添加した細胞での前記ＬｎｃＲＮＡの発現量が、被験物質を添加しなかった
細胞における前記ＬｎｃＲＮＡの発現量と比較して変化した被験物質を選択するステップ
、
　を含む、皮膚老化抑制素材のスクリーニング方法。
【請求項２】
　前記変動が増加であり、かつ前記変化がＬｎｃＲＮＡの発現抑制である、請求項１に記
載の皮膚老化抑制素材のスクリーニング方法。
【請求項３】
　前記ＬｎｃＲＮＡが、NESPAS、HOTAIR、及びFLJ46906からなる群から選択される１種以
上を含む、請求項２に記載の皮膚老化抑制素材のスクリーニング方法。
【請求項４】
　前記変動が減少であり、かつ前記変化がＬｎｃＲＮＡの発現亢進である、請求項１に記
載の皮膚老化抑制素材のスクリーニング方法。
【請求項５】
　前記加齢に伴い発現量が変動するＬｎｃＲＮＡが、SNHG5、LOC100292680、及びIPWから
なる群から選択される１種以上を含む、請求項４に記載の皮膚老化抑制素材のスクリーニ
ング方法。
【請求項６】
　前記皮膚老化抑制が、しわ防止、たるみ防止、シミ形成防止、及びくすみ防止からなる
群から選択される１種以上を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の皮膚老化抑制素
材のスクリーニング方法。
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【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のスクリーニング方法により得られた皮膚老化抑制
素材を含む皮膚老化抑制用組成物を調製するステップ、及び
　調製された皮膚老化抑制用組成物を摂取するステップ、を含む皮膚老化抑制方法（但し
、医療行為を除く）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　なお、本発明のスクリーニング方法において、コントロールと比較して変化ありとの評
価（表３中「○」）は、加齢により発現が抑制されるＬｎｃＲＮＡを用いた場合はコント
ロールに比べて発現量が１．２倍以上である場合をいう。又、加齢により発現が亢進され
るＬｎｃＲＮＡを用いた場合はコントロールに比べて発現量が０．８倍以下である場合を
いう。即ち、加齢により発現が抑制されるＬｎｃＲＮＡの発現量がコントロールの１．２
倍未満である場合、又は加齢により発現が亢進されるＬｎｃＲＮＡの発現量がコントロー
ルの０．８倍を超える場合には、コントロールと比較して変化なしとの評価（表３中「×
」）がなされる。
　実施例１～３は加齢により発現が抑制されるＬｎｃＲＮＡを用いており（表１参照）、
実施例４及び５は、加齢により発現が亢進されるＬｎｃＲＮＡを用いている（表１参照）
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】

【表３】
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